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（sound symbolism; phonetic symbolism）と呼び，語形と意味の連合に必然的な関係がある














れる（Hamano, 1998; Ramachandran & Hubbard, 2001; Sapir, 1929; Westbury, 2005）。音象徴性
や音象徴語は，言語に普遍的である可能性がある。例えば，キキやタケテという語は，角
がとがったような形と結びつきやすい一方で，ブーバやバルマという語は角が丸い形と結

















ない）に関する５件法と SD 法による尺度（Osgood et al., 1957），感情価（好き，嫌い）と
覚醒度（激しい，穏やか）に関する尺度（９件法，Self-Assessment Manikin: SAM; Bradley & 
Lang, 1994; Lang, 1980）を使用して，参加者に提示された音象徴語の言語心理学的属性に
ついて回答させた。調査は質問紙を用いて筆記で行なった。検証１と検証２では，カタカ
ナで表記された音象徴語を使用した。全ての音象徴語は４文字であった。検証１の VC と












がわかった。最後に，覚醒度（激しさ）に関しては，VC の方が SVC と比べて有意に高か
った。一方で，視覚的イメージに関しては，VC と SVC の間に統計的な有意差はみられな
かった。 
また，検証２の結果，第一に，VLC の親密度は VC の親密度よりも有意に高いことがわ
かった。第二に，VC の視覚的イメージの方が，VLC の視覚的イメージよりも有意に高い
ことがわかった。第三に，感情価に関して，VLC の方が VC よりも好意的に感じることが
明らかになった。一方で，聴覚的イメージ，触覚的イメージ，覚醒度に関しては，VC と
VLC の間に有意な差はみられなかった。 
検証１の言語心理学的属性に関して相関解析を行なったところ，VC と SVC における触
覚的イメージと覚醒度の間，VC における感情価と覚醒度の間に統計的に有意な相関はみ
られなかったが，それ以外の VC と SVC の言語心理学的属性の間に有意な正の相関があっ
た。 




と覚醒度の間，VC における視覚的イメージと感情価の間，VC と VLC における視覚的イ
メージと覚醒度の間，VC における聴覚的イメージと感情価の間，VC における触覚的イメ

















本研究は，研究Ⅱに続き，VC と VLC の違いを検証する実験（実験Ⅰ），VC と SVC の
違いを検証する実験（実験Ⅱ），VC，SVC，VLC の違いを検証する実験（実験Ⅲ）を行な





研究Ⅰの調査は質問紙で行なったが，研究Ⅱの実験は Windows を OS とするノートパソ
コンと刺激提示と反応を記録するためのソフトウェア SuperLab を用いた。 
実験の刺激となる音象徴語は，実験Ⅰにおいて VC を 10 語，VLC を 10 語，実験Ⅱにお
















実験Ⅰの解析では VC と VLC に関する対応のある t検定，実験Ⅱの解析では VC と SVC










の順で高くなり，各条件間に有意差があった。視覚的イメージは，VC と SVC の方が，VLC
よりも，有意に高かった。聴覚的イメージは，VC と SVC の方が，VLC よりも有意に高い
ことがわかった。触覚的イメージは，VC と SVC の方が，VLC よりも有意に高かった。好
意は，SVC と VLC の方が，VC よりも有意に高いことがわかった。嫌悪は，VC の方が，
SVC と VLC よりも有意に高かった。覚醒度（激しさ）は，VC の方が，SVC と VLC より
も有意に高かった。硬さは，VC の方が，SVC と VLC よりも有意に高かった。柔らかさは，
SVC と VLC の方が，VC よりも有意に高かった。重さは，VC の方が，SVC と VLC より
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